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商業科⽬「財務会計I｣における

⾝につけた知識の活⽤⼒を⾼める指導の⼯夫

これまでの知識を使い、
実際に存在する２社の財務諸表データから
グラフ作成や財務指標の計算を個⼈で考えます。

データを読み取る活動

〜財務諸表データ⽐較クイズの作成と発表を通して〜

○財務諸表はどうやって使うのかな？

○会計の知識は将来役に立つの？

○問題は解けるけど、実際のデータを扱ったことはないな

生徒の
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○財務諸表を比較すると企業の状態が見えてくるな

○会計の知識はこうやって活用するんだね

○これまで得た知識を使うと実際のデータ分析ができるね
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個⼈で分析した結果からペア・グループで考え、
財務諸表データ⽐較クイズを作成します。
データ⽐較の視点がわかる解説を作成します。

クイズを作成する活動

各グループは全体に対して、クイズを出します。
出題者は回答者の質問に答えたり、解説をします。

⼯夫点等について相互評価を⾏います。

発表する活動

【財務諸表の活用】【連結財務諸表】のそれぞれの単元で授業実践を行った。

「実際の財務諸表データを用いる」「分析結果からデータ比較クイズを作成させる」

「クイズの解答についての解説を作成させる」ことについて特に工夫をした。
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収益性が高いのはどちらか

Ｔ社 Ｎ社

◎実践において、ほとんどの生徒が授業内容に興味を持って取り組んでいた。

◎クイズを作成する過程で、ペアやグループでの話し合いが活発に行われていた。

◎クイズの作成と解説を考えることで、学習した知識を活用できていた。

●発表することに慣れていないため、今後も授業の中で発表する機会を設けていく必要がある。

●今回の実践以外の単元で、知識を活用させる工夫を考えていくことが必要である。


